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E-journal GEO (EJG)執筆・作成要領 (2020年 8月) 

 

 

1．論文の種類および EJGの発行時期 

1）論文の種類は，｢調査報告｣，｢提言｣，｢解説記事｣，｢地理教育総説記事｣，「地理紀行」，「学術大会シ

ンポジウム記事」，「学術大会巡検報告」，「若手研究者国際会議派遣事業発表報告書」および「特別寄

稿論文」とする． 

2）調査報告は，会員のみならず，一般社会人，官公庁および企業等にとって有用なものとする．特に，速

報性のあるものを歓迎する． 

3）提言は，地理学界以外に向けたものが望ましく，学術研究の成果に基づくものとする． 

4）解説記事は，地理学ならびに関連分野の最新の分析技術・理論，および話題性のある研究テーマについ

て平明に書かれたものとする． 

5）地理教育総説記事は，地理教育に関係するものとする．ただし，教材研究を除く． 

6）地理紀行は，国内外のフィールドで得られた知見を広く一般に公表し，地理学的視点の魅力を発信する

ものとする． 

7）学術大会シンポジウム記事は，本会の学術大会シンポジウムにおける研究内容の成果報告とする． 

8）学術大会巡検報告は，本会の学術大会巡検の実施報告とする． 

9）若手研究者国際会議派遣事業報告書は，同派遣事業による研究発表の成果報告とする． 

10）特別寄稿論文は，話題性に鑑みて速報の価値があるテーマについて，EJG 編集専門委員会から投稿依

頼したものとする． 

11）掲載論文に関する誌上討論は行わない．掲載論文への意見，コメント等に対する対応は，著者の責任

において別途行うものとする． 

12）調査報告，提言，解説記事，地理教育総説記事は，専門研究者による閲読結果に基づいて，EJG 編集

専門委員会が掲載の可否を決定する．閲読の手順については別に定める． 

13）年 2号発行する（6月末および 12月末）．ただし，両期間中であっても，受理したものを順次アップ

ロードしていく． 

2．原稿の作成 

2.1.原稿の作成 

1）原稿は，原則として日本語で作成する．  

2）原稿は，「本文（表題，氏名，摘要，キーワード，本文文章，注，文献，著者略歴）」，「図」および

「表」からなる．「写真」は図とする．  

3）EJGの全ての原稿は著者自身が電子ファイル化し，電子投稿する．  

4）原稿作成の補助用として，標準的体裁（フォント，ポイント数，行間設定など）で作られたテンプレー

ト［Microsoft®WORD形式］を用いることが望ましい．テンプレートは日本地理学会ホームページ内にあ

る EJG専用サイトからダウンロードすることができる． 

5）図や表は著者が本文に組みこむ．ただし，最終的なレイアウトは EJG 編集専門委員会が決める．図や

表の説明文は Microsoft®WORD のレイアウトやテキスト・ボックス機能などを使う．また執筆要領に沿

っていれば，上付き，下付き，斜体，太字，特殊文字（たとえば，登録商標を示す®）などの文字装飾を

使用してもかまわない．テンプレート・ファイルに使用されている Windows 標準フォント（MS 明朝，

MSP明朝，MSゴシック，Times New Roman）を著者が持ち合わせていない場合は適宜代用してよい．そ
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の場合はEJG編集専門委員会が編集段階で成形する． 

6）本文には判別しやすいファイル名を付け，Microsoft®WORD形式（例：saito1.doc）で保存する．また本

文作成時に汎用画像ファイル（jpg形式など）を生成した場合は，それらを編集作業で用いることもある

ので別途保存しておく． 

2.2. 原稿の構成  

本文は，和文・英文表題－氏名（和英）－和文・英文摘要－和・英キーワード－本文－注－文献－著者略

歴，の順で作成する． 

2.3. 表題・氏名 

1）論文の内容を最も適切に要約したものとする．副題を付けることはなるべく避ける． 

2）日本人などの著者名のローマ字表記では，YAMADA Hanako のように姓を先とし，姓は全て大文字で

記す． 

2.4．和文・英文摘要およびキーワード  

1）和文摘要は 400字以内，英文摘要は 200語以内とし，改行しない．摘要では，図・表や特定の文献への

直接的言及は避ける．英文表記はGeographical Review of Japan Series B執筆要領に準拠する．また信頼で

きる英語文献での実例を参考に，日本語からの単純な直訳による不自然な英文にならないように注意する

とともに，ネイティブスピーカーなどの校閲を受けるよう努める． 

2）英文摘要の末尾に，日本語と英語のキーワードを付す．キーワードは 5個程度とし，論文の内容を的確

に示す語を選ぶ．主に文献検索に利用されることを考慮して，著者の造語，一般性のない語，過度に長い

複合的な語などは用いないようにする．  

例 キーワード： ヒートアイランド，都市化，因子分析，GIS，東京  

Key words: heat island, urbanization, factor analysis, GIS, Tokyo  

2.5. 英文表記  

1）英文表記（綴りなど）はアメリカ式を原則とする．ただし，著者の経歴や言及対象地域によってはイギ

リス式でもよい．  

2）ラテン語の e.g., i.e., etc., et al.などはイタリックにはしない． 

2.6. 図  

1）写真は図として扱う． 

2）図ごとに，図 1，図 2のようにそれぞれ通し番号を付ける．一つの図が複数の部分に分かれる場合には

a，b･･････を付し，本文では図 1-aのように言及する． 

3）日本語表題以外に英語表題を併記することができる．図の表題の末尾にピリオドは付さない．Figure 1，

Figure 2のようにそれぞれ通し番号を付ける．英語による説明文・注などを併記してもよいが，なるべく

最小限にとどめる．英文表記についてはGeographical Review of Japan Series B執筆要領に準拠する． 

4）緯度・経度が図示されていない地図には，原則として縮尺と方位を付ける．ただし，小縮尺の地図の場

合で，図法などの事情により縮尺や方位を単純に示すことが現実的でないなどの場合は，これらを省略し

てよい． 

5）図は原則としてパソコン・ソフト等で作成する．ただし，一定の品質を維持していれば手書きでも差し

支えない． 

6）一つの図がA4サイズ用紙 1枚（1ページ）以内に収まるよう，レイアウトを考慮して作成する．刷り

上がり（標準印刷）時の図の幅は本文の片段（75mm）または両段（150mm）以内，説明文を含めた高さ

は 230mm 以下とする．横配置はなるべく避ける．図の解像度は，原則として 300～600dpi とする．過度
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に複雑な線・記号や細密なパターンは，編集者・査読者や読者の計算機の環境によっては十分に描画また

は印刷されないことがあるので注意する． 

7）図はモノクロ／カラーとも掲載可とするが，編集の都合上，厳密な色管理はできないのでカラー図版を

使用する際は注意する．また，カラー図版は，色覚多様性への対応としてカラーユニバーサルデザインに

配慮したものとする．いずれの図も電子ファイル化（jpg形式など）し，文書ファイルに埋め込むことを

EJG編集専門委員会は要請する．本文中の図のサイズ決定やレイアウトも著者自身で行うことを原則とす

る．ただし，最終決定はEJG編集専門委員会が行う．  

2.7. 表  

1）表ごとに，表 1，表 2のようにそれぞれ通し番号を付ける．一つの表が複数の部分に分かれる場合には

a，b･･････を付し，本文では表 1-aのように言及する．  

2）日本語の表題以外に英語の表題を併記することができる．表の表題の末尾にはピリオドを付さない． 

Table 1，Table 2のようにそれぞれ通し番号を付ける．英語による説明文・注などを併記してもよいが，

なるべく最小限にとどめる．英文表記についてはGeographical Review of Japan Series B 執筆要領に準拠す

る． 

3）表は Microsoft®WORDなどのソフトで作成するか，別に作ったものを電子ファイル化（jpg形式など）

して文書ファイルに埋め込むことを EJG編集専門委員会は希望する． 

4）統計数値は，精度や単位などを十分考慮して簡潔に表現する．数値が 4桁以上になる場合は，3桁区切

りのコンマを用いる．ただし，単位は 1,000人，千人のように表記する．数値や小数点の位取りにはワー

プロのタブ機能を活用し，スペースは使用しない．表はできる限り簡素化し，原則として表の罫線は横罫

線のみを用いる．過度に複雑なものや細密なものは，編集者・査読者や読者の計算機の環境によっては十

分に描画または印刷されないこともあるので注意する． 

5）表はA4サイズ用紙 1枚（1ページ）以内に収まるようレイアウトを考慮する．刷り上がり（標準印刷）

時の表の幅は本文の片段（75mm）または両段（150mm）以内，説明文を含めた高さは 230 mm以下とす

る．横配置はできるだけ避ける．本文中の図のサイズ決定や配置も著者自身で行うことを原則とする．た

だし，最終決定はEJG編集専門委員会が行う．  

6）やむを得ず複雑な表になる場合や，流れ図のような不規則な斜線のあるものは，たとえ数字・文字が大

部分でも，なるべく図とする． 

7）表はモノクロを原則とする． 

2.8. 著者略歴  

1）著者略歴は 1名につき 200字以内とする．著者が複数の場合，全員一括の文とするのか，著者ごとに文

を準備するのかは，原則として著者らの判断に委ねる．  

2）著者が大学院生の場合の所属は，「～大学大学院生」のように記す．  

3）著者略歴に顔写真を付けてもよい．顔写真は刷り上がり（電子配信）時 24×33mm大をめやすにする．

なお，著者が複数の場合，全員分を 1枚ずつ掲載するのか，複数枚に集成するのかは原則として著者らの

判断に委ねる．ただし，必要に応じてEJG編集専門委員会が写真の修正または集成を求めることがある． 

3．原稿の提出から公開まで 

3.1．原稿の提出・受付 

1）著者は EJG 専用サイトから EJG 専用の原稿送付状（Word 形式）をダウンロードする．送り状に必要

事項をもれなく記入する． 

2）｢原稿送付状ファイル」と「本文ファイル」一式が準備できたら，EJG 編集専門委員会あてに電子提出
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する．「本文ファイル」は Word 形式のファイルに加えて、レイアウト確認用に PDF 形式のものも提出

してほしい．提出先の電子メール・アドレスは EJG 専用サイトに掲載される．ファイル・サイズが大き

く電子メール通信に支障がある場合は，ファイル圧縮やファイル受け渡しサービスを利用してよい． 

3）原稿の受付日は EJG 編集委員長（または代理者）がファイルを受信し，内容を確認した時点とする．

受付が完了した場合，EJG編集委員長は電子メールにより連絡著者にその旨を連絡する． 

4）原稿は随時受け付ける． 

5）投稿に際して他の文献等から図・表，写真などの転載を行う場合，著作権に関する問題は著者の責任に

おいて，できれば投稿前に，遅くとも再投稿時までには解決しておく．そして，転載許可が得られた際に

は，転載許可書のコピー（電子媒体でも可）を速やかに本会事務局および EJG 編集専門委員会に提出す

ることとする．  

3.2．原稿送付状 

1）EJG 専用サイトから所定様式のファイル[Microsoft®WORD 形式]をダウンロードし，必要事項を記入す

る．投稿時には原稿のファイルと，このファイルを提出する． 

3.3．原稿の修正 

原稿（図，表含む）はEJG編集専門委員会で査読・精読して，著者に修正を求めることがある．またEJG

編集専門委員会の判断により，原稿の内容に影響を及ぼさない程度に図や表のレイアウトおよび体裁を変

更することがある． 

3.4．原稿受理後の最終ファイルおよび著作権 

1）原稿が受理された場合，EJG編集委員長は電子メールなどにより著者にその旨を連絡する．著者は，最

終完成原稿ファイルをEJG編集委員長に速やかに送付する． 

2）EJGに掲載された論文に関係する全ての著作権は，本会が保有する．他の雑誌・紀要・電磁媒体・メデ

ィア等（著者や第三者が開設するホームページ等におけるダウンロードや配布を含む）に転載する際は本

会の許可が必要となることに注意されたい．  

3) EJGに掲載された論文に起因して，第三者の著作権を侵害することとなり係争等が発生した場合，著者

が責任を負って対処するものとし，本会は一切関与しない． 

3.5．校正および別刷 

1）著者校正を 1回行う．校正の方法は別途著者に連絡する．校正時の加筆や図・表の追加は認めない．著

者校正後にさらに校正の必要が生じた際は，編集専門委員会の責任において行う． 

2）希望者は別刷りを実費負担にて作成することができる． 

 

3.6．論文の一般公開 

1）論文の最終完成ファイルを EJG 専用のサイトで一般公開する．このサイトは本会の非会員にも公開さ

れ，閲覧可能である．閲覧には，無料閲覧ソフトである Adobe Reader等，PDF形式のファイルが閲覧で

きるソフトが必要である． 

2）第三者による論文の改ざんや悪用などを未然に防ぐために，一般公開ファイルには「印刷可・編集不可」

の設定を行う． 

4．本文  

以下の各項目は，摘要や注などにも適宜準用する（4～7 章の内容は「地理学評論原稿執筆要領（2020

年 8月）」の 5～8章と同じである） 

4.1. 文章表記の一般的原則  
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1）章は I，II，･･････，節は 1.，2. ･･････，項は 1)，2), ･･････とする．本文中では「III では」「II の 1.

における」のように表記する． 

2）特殊な字体（イタリック，ボールド，ギリシャ文字など）は明瞭に区別できるようにする．また投稿時

や校正時にその旨をEJG編集専門委員会に連絡する． 

3）算用数字や欧字などは 1文字の場合も半角とする． 

4）年次は西暦で表す．ただし，日本や中国などに関する歴史的記述などでは，必要に応じて 1782（天明

2）年のように年号を併記してもよい．「天明年間」「文化文政期」などのように年号による特定の時期

の表現が必要な場合には，なるべく初出の際に，対応する西暦を括弧書きで付記する．その際，「1810

年代」「19世紀初め」のような概略の表現でもよい． 

5）外国語文献からの直接引用は，日本語訳を原則とする．古い日本語文献からの直接引用は原典通りとす

るが，漢字はなるべく現行の日本語での一般的な字体を用いる． 

6）外国語（固有名詞を含む）の原語表記が必要な場合には，初出の場合にのみ，片仮名・訳語などの日本

語表記の後に続けて併記し（括弧は不要），以後は日本語表記とする．漢字・ラテン文字以外の特殊な文

字はラテン文字化する． 

4.2．送り仮名，漢字と平仮名との使い分けなど  

原則として，次の例および本執筆要領での用例に準拠する． 

【 】は見出し（五十音順）を示す．斜線（／）で区切ったものは，同音異義の語句，紛らわしい語句，ま

たは許容範囲などであり，これらについては，適切な選択・使い分けや，同一論文内での統一に注意する．

（ ）は使い方の例としての補足を示す．[ ]は意味・読み方を示す． 

【ア】 あえて あげる／上げる／挙げる (１人)当たり (～に)あたる[相当・対処] (日が・壁に・予報

が)当たる 当てる／充てる 後[アト] (～人)余り あまり～ではない 新たに あらためて 改める 

表す／現す 表れる／現れる ある[或・在・有] あわせる／合わせる／併せる 【イ】 言い替える (～

と)いう(例が) 言う (～と)いえる[推測・判断・可能・解釈] (～して)いく(傾向が) 行く／行った 意

思／意志 いつ 一切 一層 いったん 一方 いまだ(に) 入江 いろいろ いわゆる 【ウ】 (～の)

上では 伺う （意見を）うかがう 後ろ (～の)うち[内] 打切り 埋立て 埋立地 埋め立てる 売上 

売上額 売り上げる 【エ】 (やむを)得ず 【オ】 大いに 大まかな おおむね おおよそ 置き換え

る (～して)おく (～を)置く 行う／行った おそらく 落ち着き 主に および 及ぶ お礼 卸売 

【カ】 買占め 概して 買付け かえって (～に)かかわらず 関わる (管見の)限り (～でない・～す

る)限り 箇所 (４)カ所 (あり)方[カタ] (～のような・～という)かたちで 必ず 仮に 【キ】 聞取り 

聞き取る (～に・～から・～して)きた 来た 切り替える きわめて 極める 【ク】 組合 組合せ 組

み合わせる 組替え 組替人口 組み替える 組立て 組立工場 組み立てる 比べる (～に・～から・

～して)くる 来る 【ケ】  けっして 現に 【コ】  御[ゴ] ことに (～)ごとに ころ／頃 【サ】 

さかのぼって さかのぼる／溯る 作付 作付面積 さまざま さらに さらなる 【シ】  塩漬け 仕

組み 志向／指向 次第に 下請 従う したがって 実に 十分 しょせん 【ス】 ずいぶん (～に)

すぎない (多)過ぎる (期限を)過ぎる すぐに すでに 【タ】 他[タ] たいして[大して] (～に)対し

て 対象／対照／対称 田植 確かだ 確かに ただし 直ちに たとえば たびたび (～する)たびに 

たぶん (～である・～する)ため 足りる だれ／誰 単に 【チ】 ちょうど 【ツ】 次いで ついに 

つくる／作る／造る 漬物 つねに 積込み 【テ】 手掛かり (～することが)できる 手続／手続き 

【ト】 等[トウ] (次の)通り (～した)とき 特に (～してみた)ところ (住む)所 とどまる 止[ト]める 

(両者)とも (両者は)共に (～すると)ともに とらえる 取扱い 取扱量 取組み 取締まり 取引 と
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る／取る／採る／捕る／執る／撮る 【ナ】 ない[無] なお 中[ナカ] 中でも 半ば なぜ (～)など 

なにとぞ 並[ナミ] 倣う ならびに 並ぶ 並べ替える (そう)なる (～から)成る 【ニ】 (～し)にく

い 【ノ】 後[ノチ] 延べ (～に)のぼる[達する] 上[ノボ]る 【ハ】 はからずも はかる／図る／計

る／測る／諮る (～を)はじめ 初め 初めて はじめに[章タイトル] 始める はたして 果たす 

【ヒ】 引上げ 引き上げる 引き伸ばす 【フ】 ふさわしい 再び 踏まえる 触れる 【ホ】 ほか 

保証／保障／補償 (～)ほど ほとんど 【マ】 まさに まして (～にも)増して まず ますます ま

た まだ 町並 全く 祭り (祇園)祭 まで 間に合う (～して)間もない まもなく まれ 【ミ】 見

出す／見出だす (～から)みた／見た[観察・考察・対照］ みなす (～して・～と)みる[試行・推測・判

断] (～を)見る 【ム】 難しい 結びつく／結び付く むろん【メ】 目指す めったに 【モ】 もちろ

ん もつ／持つ もっとも[当然・ただし] 最も[最上級] もっぱら もと／下／基／元 もともと 最寄

りの 最寄品 盛土 もろもろ 【ヤ】 やめる 【ユ】 ゆえに (～して)ゆく 【ヨ】 (～して)よい 良

い 要するに (～の)ように よく[詳しく・十分に・しばしば] よけいに 呼ぶ 読取り 読み取る 

【ワ】 わかる／分かる 分かれる 別れる 枠組 (～する)わけではない 分ける わずか (～に)わた

って 割当て われわれ[我 ]々 

4.3．常用漢字外の漢字  

1）常用漢字による代用・言替えが一般化している場合には，次の例のように常用漢字を用いる． 

陰影 間欠 （灌木→）低木 希少 希薄 漁労 掘削 係留 決壊 子牛 枯渇 混交 砂漠 散布 

蒸留 侵食 浸透 州 生息 底引網 盾状地 鳥観 沈殿 （屠殺→）畜殺 発酵 溶岩  

2）特定の作物・家畜・商品・専門用語などを示す場合や，常用漢字による代用・言替えが困難または不適

当な場合には，次の例のように，常用漢字外でも本来の漢字を用いる．ただし「旱魃」は「干ばつ」でも

よい．  

隘路 暗渠 按分 隠喩 迂回 堰堤 花卉 家禽 崖 花崗岩 瓦 灌漑 柑橘類 旱魃 涵養 急

峻 僅少 燻製 珪藻土 啓蒙 勾配 砂嘴 珊瑚礁 山麓 嗜好品 悉皆調査 褶曲 充填 趨勢 

犂 鋤 裾野 遡及 堆積 溜池 湛水 稠密 潮汐 塵 汀線 伝播 洞窟 杜氏 島嶼 鍍金 糠 

剥落 播種 氾濫 肥沃 埠頭 分水嶺 僻地 編纂 変貌 萌芽 圃場 籾 湧水 稜線 輪廻 礫 

煉瓦  

4.4．算用数字と漢数字との使い分け  

原則として，次の例に準拠する． 

1人当たり 一人っ子政策 一，二を争う 世界一 第一次産業 一次産品 二次加工 2次元 二分する 

第二次世界大戦 第二種兼業 二重構造 第 2に 第 2次 5カ年計画 二国間援助 第三世界 六大都市 

三大都市圏 百万都市 四分位 千数百人 2万数千人 2万5000分の1地形図／2.5万分の1地形図 日

系二世 ルイ 14世 八代将軍吉宗  

4.5．並列的表現 

1）単純な並列では，「および」「または」を用いる．2段階の列挙的な並列では，下位に「および」，上

位に「ならびに」を用いる．2段階の選択的な並列では，下位に「もしくは」，上位に「または」を用い

る． 

2）並列を意味する「・」は，「の」などを含む複合的な語句の並列には使わない． 

例 小麦・大麦の栽培・酪農・羊の放牧 → 小麦・大麦の栽培，酪農，羊の放牧 

3）「たり」を用いる並列では，「～したり～したりする」のように表記する． 

4）「と」を用いる並列では，「～と～と」のようにする方が文意が明確になる． 
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4.6．外国地名 原語がラテン文字の地名については，初出のみ，原音に近い片仮名による日本語表記の後

に続けて併記し(括弧は不要)，以後は日本語表記のみとする．ラテン文字以外の地名はラテン文字化し，

ラテン文字の地名と同様の標記をする．ただし，慣用化した地名については，原語の併記は必ずしも要さ

ない．漢字については初出のみ，原音に近い片仮名による日本語表記のルビをふる．その際，漢字はなる

べく現行の日本語での一般的な字体を用いる． 

 例 ムンバイ Mumbai, ヴォルゴグラード Volgograd, モスクワ，ロサンゼルス，重慶
チョンチン

，大連
ターリエン

，台中
タイジョン

，光州
クワンジュ

 

4.7．動植物名 

1）動植物名は，原則として片仮名で表記する．ただし，家畜・作物などで，牛，豚，米，小麦のように漢

字の使用が一般化している場合には，漢字で表記する． 

2）動植物の学名はイタリックで表記する． 

4.8．数量・数字・単位  

1）数量の表記では，「1万 2000」または「12,000」のいずれかの方式を採用し，「1万 2,000」のような両

方式の混用はしない． 

2）「3分の 2」または「2/3」のように表記する． 

3）緯度・経度は，「北緯 42度 15分」または「42°15′N」のように表記する． 

4）二つの年次（年代）で期間を表すときには，「19」などを略さず，「1960～1980年」「1960年代～1980

年代」のように表記する． 

5）精度・サンプル数や文章の趣旨を十分に考慮し，本文では不必要に細かな数値を用いない．特に表で詳

細な数値が明示されている場合には，なるべく簡潔に表現する．また，「約」は，概数であることを特に

強調する必要がある場合を除いて，みだりに用いないようにする． 

6）単位は，km2，℃，％のような一般的な記号がある場合には，それらの記号を用いる． 

7）メートル法以外の特殊な単位には，初出の際に括弧書きまたは注で説明（メートル法換算など）を付す．

ただし，一般によく知られているもの（里，貫，石，町，反，マイル，バーレルなど）については，この

限りではない．なお，ヤードポンド法の単位を米式以外で用いるときには，「英ガロン」のように明記す

る． 

8）「ｔ」は，重量単位としてのメートルトンのみに用いる．その他の米ｔ（ショートトン）や船舶関係の

各種のｔなどは，そのつど「米ｔ」「総ｔ」のように明記する． 

9）人口は，前後関係で人口数であることが明白な場合には，「人口 10万以上の都市」のように，原則と

して単位の「人」を省略する． 

4.9．数式  

1）数式は 2行分以上取り，文字・数字・記号などの種類および大小や特殊な字体（イタリック，ボールド，

ギリシャ文字など）を明瞭に区別できるようにする． 

2）各数式の後に，（1），（2）･･････のように通し番号を付ける． 

3）一つの量は一つの文字で表す． 

4）数量・物理量を示す記号は，イタリックにする．数式の添字も数量・物理量あるいは番号に対応する場

合には，イタリックにする．ただし，添字が言葉の意味を示す場合（gasの g，normalの n，relativeの r， 

electricの eなど）には，立体にする． 

5）ベクトルはイタリックボールドとする． 

4.10．その他の留意事項  

1）直接引用には「 」を用いる．本文などで直接言及する書名には『 』（欧文はイタリック），論文名に
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は「 」（欧文は“ ”）を用いる． 

2）本文中でカギ括弧を用いて引用し，さらに文章が続く場合は，閉じた括弧の前に句点を付さない．また，

末尾になる場合は，閉じた括弧の後に句点をうつ． 

3）難読語句・難読地名は，本文の初出の際にルビを付す．摘要や図表ではルビは付さない． 

4）「～であるが，」のような場合の「が」は，逆接的用法のみに用いる． 

5）外国語の片仮名表記では，人名の姓と名とを区別するような場合を除いて，みだりに「・」で分割しな

いようにする．複合的な姓を区切る必要があるときには，「フィッシャー=ディスカウ」のように「=」

を用いる． 

6）「より」は，「～より多い」「～より～の方が」のように比較の場合のみに用いる．起点・出所・根拠

などには，「～から～まで」「～により作成」「～から作成」のように，「から」や「により」などを用

いる． 

7）「割合」は，「（総人口に占める）男性の割合」のように，合計して 100％になる場合での特定部分の

構成比を示す場合に用いる．「比率」は，「（女性に対する）男性の比率」のように，それ以外の場合に

用いる． 

8）文章表現は，「分析を行う」→「分析する」のように，なるべく簡潔・明快にする． 

9）「我が国」という表現は避け，より客観的・地理的な領域を示す表現としての「日本」を用いるように

する． 

10）「筆者」という表現は，原稿の著者自身（一人称）を指す場合のみに用いる． 

11）機関名のうち，よく知られていて混同の恐れがないものは，正式名称にはこだわらずに，「～省」な

どを省略した実質的な機関名を用いてよい． 

例 アジア経済研究所 国土地理院 国立国会図書館 社会保障・人口問題研究所 産業技術総合研究所 

統計局 農業環境技術研究所  

5．謝辞，研究費，発表集会名 

謝辞は，調査対象地域での協力者への謝辞など，対外的なものを優先する．科学研究費補助金などを使用

した場合には，その年度，種類，題目，代表者，課題番号などを記す．また，当該研究を発表した研究集

会名とその年月を記す． 

6．注 

注は，本文の記述を簡潔にするために，本文の内容に密接に関連してそれを補足する必要がある場合に限

って用いる．本文中の当該箇所の右肩に右片括弧付きで通し番号を付し，本文（謝辞）の後にまとめて，

右括弧付きの番号を付して注の内容を記す． 

7．文献表と文献引用 

以下の各項目は，日本語文献，中国語文献，韓国（朝鮮）語文献，欧語（ラテン文字）文献に関する一般

的な記述である．その他の言語・文字（ロシア語など）による文献は，ラテン文字化し，欧語文献として

扱う． 

7.1．文献表の配列 

1）日本語文献，中国語文献，韓国（朝鮮）語文献，欧語文献の順に並べる． 

2）日本語文献は，著者名の五十音順に並べる．中国語文献および韓国（朝鮮）語文献は，それぞれ著者名

の当該言語の固有の配列順（あるいは片仮名表記の五十音順）に並べる．欧語文献は，著者名（姓が先）

のアルファベット順に並べる． 

3）同じ著者の文献は発表年の順に並べる．同じ発表年のものが複数ある場合には，引用順に a, b,……を付
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して並べる． 

4）筆頭著者が同じである連名著者の文献の場合には，著者数の少ない順に並べる．著者数が同じ場合には，

第 2著者（以下）の五十音（アルファベット）順に並べる．著者が 3人以上でも全著者名を列記する． 

7.2．文献表の表記 

1）日本語文献，中国語文献，韓国（朝鮮）語文献の著者名（漢字）はフルネームとし，欧語文献の著者名

は，姓以外はイニシャルのみとする．なお，著者の姓と名との区別ができないなどの場合には，著者との

協議により，編集専門委員会が判断する． 

2）欧語の単行書名・雑誌名はイタリックとする．欧語の論文名・単行書名は，固有名詞などを除いて表題

（コロンの後の副題も含む）の最初の 1文字のみを大文字とする．欧語の雑誌名は各語の最初の１文字の

みを大文字とする． 

3）文献の著者名，表題や雑誌名などは原典通りとする．ただし，欧語の雑誌名の冒頭の定冠詞は省略する．

ラテン文字以外の文献については，可能な限りラテン文字化し，末尾に原典の原語名を括弧で付記し，さ

らに原語表記による文献を併記する．また，中国語・韓国（朝鮮）語文献では，なるべく現行の日本語の

一般的な漢字字体を用い，韓国（朝鮮）語文献におけるハングルの部分は，原語に最も近い日本語の漢字

または片仮名表記に置き換え，末尾に（中国語），（韓国語）または（朝鮮語）と付記し，さらに原語に

よる文献を併記する．古い日本語文献の漢字は，現行の日本語の一般的な字体を用いるが，表題における

歴史的仮名遣いや片仮名表記などは原題通りとする． 

4）日本語，中国語，韓国（朝鮮）語の雑誌名は原則として略記しない．欧語の雑誌名を略記する場合には，

正式な略記法に従い，過度の略記は避ける．特に，略記が一般化していない場合，正式な略記法が不明の

場合，他誌と混同しやすい場合，本誌での引用例が少ない場合には，略記しないようにする． 

5）同名または類似名の雑誌があって紛らわしい場合，本誌での引用例が少ない場合などには，必要に応じ

て，発行地または発行機関名などを括弧書きで付す． 

6）巻と号のある雑誌では，巻ごとに通しページがある場合には号数を省略する．号ごとにページが改まる

場合には，巻数の後に号数を丸括弧に入れて，3(4)のように書く．巻がなく号のみの場合には，号を巻に

準じて示す．なお，巻（号）数の表記は，原典がローマ数字や漢数字などの場合でも，算用数字に統一す

る．また，地理学評論の 57～74 巻と 82 巻以降については，57A または 57B のように，A，B を区別す

る． 

7）雑誌論文あるいは論文集掲載論文の場合には，論文の最初と最後のページを示す．単行書の総ページ数

を示す必要はない．引用ページの明記が必要な場合は，本文中の当該文献を引用する際に行う． 

8）出版地が複数のときは最初の一つだけでよい． 

9）訳書を引用した場合には，下記の文献表の例に倣い，訳書の記述の後に，原著に関する情報を併記する．

原著を引用した場合で，訳書も示す場合には，原著の後に併記する． 

10）再版，復刻版などの場合には，原則として実際に引用した文献について記し，必要に応じて初版など

に関する情報を付記する．ただし，完全な復刻版の場合で，本文の記述の上で特に必要であれば，原著に

ついて記し，復刻版に関する情報を付記する． 

11）官公庁発行の白書，報告書等の刊行物については，発行元を省略することができる． 

12）英語以外の文献名・雑誌名は，検索可能な公式英訳がある場合には英訳のみとする．公式英訳がない

場合には原語（たとえば日本語のローマ字表記）のみとするが，英訳を原語の後に括弧書きで付してもよ

い．  

13）紛らわしい雑誌名には，発行地，発行機関，または原語タイトルなどを括弧書きで付す． 
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14) 更新日付が明らかでないウェブサイトを引用する場合には，最終閲覧日の年を発表年としてよい． 

7.3. 文献表の例  

文   献 

猪木幸男・黒田和男 1965． 5万分の1地質図「大江山」および説明書．地質調査所． 

宝田晋治・村岡洋文 2004．八甲田山地域の地質．地域地質調査報告（5万分の1地質図幅），産業技術総合

研究所地質調査総合センター． 

上原秀明 1999．織田武雄著『古地図の博物誌』（書評）地理学評論 72A: 457-460. 

漆原和子 1990．石灰岩地域の土壌．浅海重夫編『土壌地理学――その基本概念と応用』177-185．古今書

院． 

太田陽子・寒川 旭 1984．鈴鹿山脈東麓地域の変位地形と第四紀地殻変動．地理学評論 57A: 237-262． 

金子いずみ 2008．集落営農の労働力構成．農政調査委員会編『日本の農業 あすへの歩み238』1-133．農

政調査委員会． 

スミス，Ｄ．Ｍ．著，竹内啓一監訳 1985．『不平等の地理学――みどりこきはいずこ』古今書院．Smith, 

D. M. 1979. Where the grass is greener: Living in an unequal world. London: Penguin Books. 
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